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（
１
）
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

第
４
次
産
業
革
命
に
よ
る
時
代
の
大
き
な
変
化
を
見
据
え
、
商
品
開
発
へ
の
支
援
や
情
報
共
有
を
通
じ
て
、
先
進

技
術
の
県
内
へ
の
取
り
込
み
を
図
る
。

（
２
）
成
長
分
野
の
拡
大
と
競
争
力
強
化

設
備
投
資
や
製
品
開
発
、
販
路
拡
大
、
人
材
育
成
等
へ
の
支
援
に
よ
り
、
航
空
機
、
自
動
車
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

医
療
福
祉
、
情
報
の
各
産
業
の
拡
大
と
競
争
力
強
化
を
図
る
。

（
３
）
地
域
経
済
を
牽
引
す
る
中
核
企
業
の
育
成

新
技
術
の
開
発
・
新
市
場
進
出
等
成
長
が
見
込
ま
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
中
核
企

業
の
創
出
を
図
る
。

産
業

労
働

部

第
３
期
ふ
る
さ
と
秋
田
元
気
創
造
プ
ラ
ン
の
推
進

～
県
内
産
業
の
「
稼
ぐ
力
」
の
向
上
と
質
の
高
い
雇
用
の
創
出
～

１
成
長
分
野
の
競
争
力
強
化
と
中
核
企
業
の
創
出
・
育
成

【
医

療
福

祉
関

連
産

業
成

長
促

進
事

業
地

】
（

当
初

）
1
3
,
7
2
5
千
円

（
６
月
）
7
,
0
4
7千
円
千

・
介
護
福
祉
機
器
産
業
へ
の
参
入
に
向
け
て
、
介
護
現
場
の
課
題
解
決
に
資
す
る
機
器
の
開
発
を
支
援

【
新

世
代

航
空
機

部
品
製

造
拠

点
創

生
事
業

等
】

（
当
初

）
1
0
8
,
4
0
8
千
円
千

【
自

動
車

産
業
強

化
支
援

事
業

等
】

（
当

初
）

4
2
,
1
8
4
千

円

【
新

エ
ネ

ル
ギ
ー

産
業
創

出
・

育
成

事
業

地
】

（
当

初
）

3
1
,
2
2
0
千

円
円

【
情

報
関

連
産
業

マ
ー
ケ

ッ
ト

開
拓

事
業

地
】

（
当
初

）
9
,
6
0
0
千
円

千

【
も

の
づ

く
り
中

核
企
業

成
長

戦
略

推
進
事

業
】

（
当
初

）
1
5
5
,
4
0
4
千
円
円

【
は

ば
た

く
中

小
企

業
投

資
促
進

事
業

】
※
補
助
金
支
出
が
見
込
ま
れ
る
時
期
に
合
わ
せ
て
予
算
計
上

（
１
）
企
業
の
経
営
基
盤
・
競
争
力
の
強
化

中
小
企
業
振
興
条
例
の
新
た
な
指
針
に
基
づ
い
た
支
援
に
よ
り
、
企
業
の
経
営
基
盤
等
の
強
化
を
図
る
。

（
２
）
起
業
の
促
進

切
れ
目
の
な
い
支
援
と
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
た
個
別
集
中
支
援
に
よ
り
、
県
内
で
の
起
業
を
促
進
す
る
。

（
３
）
事
業
承
継
の
推
進

関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
組
に
よ
り
、
円
滑
な
事
業
承
継
を
推
進
す
る
。

２
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
者
の
活
性
化
と
生
産
性
向
上

【
中

小
企

業
振
興

臨
時
対

策
基

金
の

設
置
】

（
当

初
）

基
金

規
模

3
.
7
億

円
9

【
小
規
模

企
業

者
元
気

づ
く

り
事

業
】

（
当
初

）
3
2
,
9
3
6
千

円

【
制
度
融

資
に

よ
る
資

金
繰

り
支

援
】

（
当
初

）
新

規
融

資
枠

3
6
8
億
円

（
１
）
海
外
展
開
の
推
進

「
あ
き
た
海
外
展
開
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
取
組
を
強
化
し
、
県
内
企
業
の
海
外
展
開
を
推
進
す
る
。

（
２
）
企
業
立
地
の
促
進

市
町
村
と
の
連
携
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
支
援
制
度
等
に
よ
り
、
成
長
が
見
込
ま
れ
る
企
業
の
立
地
を
促
進
す
る
。

【
あ
き
た

起
業

促
進
事

業
】

（
当

初
）

4
8
,
7
5
9
千

円

【
商
業
活

性
化

・
ま
ち

づ
く

り
支

援
事

業
】

（
当

初
）

7
,
0
1
3
千

円
●

●

３
国
内
外
の
成
長
市
場
の
取
り
込
み
と
投
資
の
促
進

（
１
）
産
業
人
材
の
確
保
・
育
成
と
働
き
方
改
革
の
推
進

県
内
企
業
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
就
労
環
境
の
改
善
を
促
進
し
、
多
様
な
人
材
の
活
躍
を
可
能
に
す
る
。

【
あ
き
た
の
企
業
採
用
力
向
上
支
援
事
業

地
】

（
６
月
）
2
,
3
6
5
千
円

・
企
業
の
採
用
力
向
上
に
向
け
て
、
若
者
に
伝
わ
り
や
す
い
魅
力
発
信
手
法
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施

【
戦
略
産
業
人
材
獲
得
支
援
事
業

地
】

（
当

初
）

7
,
0
0
0
千
円

（
６
月
）
2
3
,
1
5
5
千
円

・
県
内
へ
の
移
住
が
伴
う
専
門
人
材
の
雇
用
に
要
す
る
経
費
へ
の
助
成
や
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

【
い
ま

若
者

に
伝
え

た
い
企

業
の

魅
力

発
信
事

業
】

（
当
初

）
1
,
0
8
6
千
円

【
働
き

方
改

革
推
進

事
業
】

（
当
初

）
5
3
,
5
2
4
千

円

【
女
性

が
働

き
や
す

い
職
場

環
境

整
備

事
業
】

（
当
初

）
9
,
7
2
7
千
円

４
産
業
人
材
の
確
保
・
育
成
と
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備

【
事
業
承

継
推

進
事
業

】
（
当

初
）

9
,
8
9
0
千

円
千

円

【
県
内
企

業
海

外
展
開

支
援

事
業

】
（
当

初
）

3
2
,
8
3
7
千
円
千

【
あ
き
た

企
業

立
地
促

進
助

成
事

業
】

（
当
初

）
3
,
2
2
9
,
2
1
4
千

円

【
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

地
】

（
当
初

）
9
,
8
8
0
千
円

（
６
月
）
7
,
7
5
3千
円

・
ＩＣ
Ｔ
専
門
員
の
増
員
（
１
名
→
２
名
）
に
よ
り
、
首
都
圏
に
加
え
、
東
北
地
域
等
の
大
学
生
等
に
対
し
、
県
内
企
業
の
Ｐ
Ｒ
や

就
職
相
談
を
実
施

【
地

域
に

お
け

る
Ｉ

ｏ
Ｔ

の
学

び
推

進
事

業
】

（
６
月
）
7
,
1
8
8千
円

・
県
内
３
カ
所
に
高
校
生
等
を
対
象
と
し
た
地
域
ＩＣ
Ｔ
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
、
ＩＣ
Ｔ
企
業
や
大
学
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
中
核
人
材
を
育
成

【
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
普
及
啓
発
事
業
】

（
６
月
）
3
,
1
5
4千
円

・
「
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
元
年
」
セ
レ
モ
ニ
ー
の
開
催
や
Ａ
Ｉロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
・
展
示
、
先
進
技
術
導
入
企
業
の
表
彰
な

ど
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
に
向
け
た
普
及
啓
発
を
実
施

【
Ｉ
ｏ

Ｔ
等

先
進
技

術
導
入

促
進

事
業

地
】

（
当

初
）

9
,
9
9
7
千

円

【
産
業

技
術

セ
ン
タ

ー
に
よ

る
先

導
的

な
研
究

開
発
等

】
（
当

初
）

2
0
,
5
0
9
千

円
9

【
ベ
ン

チ
ャ

ー
企
業

等
の
立

地
促

進
】

（
当

初
）

2
,
1
1
6
千

円

【
か
が

や
く

未
来
型

中
小
企

業
応

援
事

業
】
【

攻
め
の

サ
ー

ビ
ス

産
業
等

応
援
事

業
】

（
当

初
）

1
6
0
,
2
1
7
千

円

地
・
・
・
地

域
活

性
化

雇
用

創
造

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
厚

生
労

働
省

）
を
活

用
し
た
事
業

11



 



１　プロジェクトの概要

　産業政策と一体となった安定的な雇用機会を創出することで、雇用の安定、能力開

発を推進し、地域における生産性の向上や経済的基盤の強化を図ることを目的とした

厚生労働省の補助事業（最大３年間、費用の８割を補助）。

２　本県プロジェクトの概要

（１）概　要

事 業 名  秋田県の成長産業振興を通じた雇用創造プロジェクト

事業年度  平成３０～３２年度

総事業費  ３.３億円

対象分野  医療福祉、新エネルギー、情報、自動車、航空機関連産業

（２）補助対象事業

当初 ６月補正

（ 9,880 ）（ 7,753 ）

7,988 6,114

（ 9,997 ）（　　　－ ）

4,147 　　　－

（ 13,725 ）（ 7,047 ）

　　　－ 7,000

（ 31,220 ）（　　　－ ）

4,000 　　　－

（ 9,600 ）（　　　－ ）

9,600 　　　－

（　　　－ ）（ 2,365 ）

　　　－ 2,365

（ 7,000 ）（ 23,155 ）

7,000 22,945

32,735 38,424

 産業政策課

《　参　考　》

 医療福祉関連産業成長促進事業

 新エネルギー産業創出・育成事業

 情報関連産業マーケット開拓事業

 あきたの企業採用力向上支援事業

 地域産業振興課 戦略産業人材獲得支援事業

※予算額欄の上段（　）書きは、補助対象外を含む予算額。下段は、そのうち補助対象額。

地域活性化雇用創造プロジェクトについて

 資源エネルギー
 産業課

 デジタルイノベー
 ション戦略室

補助対象額合計

事業名 所管課

事業内容

 デジタルイノベーション推進事業

 ＩｏＴ等先進技術導入促進事業

予算額（千円）

 成長分野に位置づけている上記対象分野において、事業拡大や新規参入を
 図る企業を支援するほか、ＩｏＴやＡＩ技術の導入など第４次産業革命に
 応じた取組を推進することで、本県の新たなリーディング産業へと展開し
 ていく。

 デジタルイノベー
 ション戦略室

 地域産業振興課

2



 

あきたの企業採用力向上支援事業について【新規】 

          

産業政策課 

 

 

１ 目 的 

生産年齢人口の減少とともに首都圏等との人材獲得競争が激しくなる中、県

内企業の人材確保が図られるよう、採用力の向上に向けた取組を支援する。 

 

２ 概 要 

（１）事業内容 

①採用力向上のためのセミナーの開催 

   座学やグループワーク、実践を含むセミナーを開催する。 

・経営戦略の分析による自社の魅力や求める人材の明確化 

    ・ＳＮＳ活用のノウハウや活用事例の紹介 

    ・企業ＦＢ（フェイスブック）ページの作成 

    ・企業説明会等における効果的なプレゼンテーション手法 等 

②フォローアップの実施（セミナー開催後２カ月間実施） 

企業が効果的に自社の魅力を発信できるよう、セミナーで学んだ取組の 

実践について個別にフォローアップを行う。 

    ・企業からの電話相談等への対応 

    ・企業訪問（１社２回）によるＳＮＳやホームページの掲載内容の改 

善支援  

  ③普及啓発 

    本事業における企業の取組事例を企業向け説明会等の場で紹介する。 

 

（２）支援対象 

成長分野（※）の県内中小企業１５社程度 

   （※医療福祉、新エネルギー、情報、自動車、航空機関連産業） 

 

（３）事業期間 

平成３０年８月から平成３１年２月まで 

 

（４）委託予定先 

民間事業者(公募による) 

 

３ 予算額                     ２,３６５千円（委託料） 

                    財源内訳  １,８９２千円 

                              ４７３千円 

   

 委託料の内訳 ・講師謝金                １１０千円 

・フォローアップ人件費等         ８２０千円   

              ・カリキュラム作成            １５０千円 

・ＰＣリース料               ６３０千円 

・会場使用料・テキスト代等     ４８０千円 

              ・消費税及び地方消費税          １７５千円          
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デ
ジ
タ

ル
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ

ン
（

Ｄ
Ｉ
）

の
推
進

に
つ
い

て
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
室

秋
田
県
中
小
企
業

応
援
ｷ
ｬ
ﾗ
ｸ
ﾀ
ｰ

「
が
ん
ば
っ
け
さ
ん
」

【
デ

ジ
タ

ル
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

】
進

展
著

し
い

IC
T

（
情

報
通

信
技

術
）

等
を

活
用

す
る

こ
と

で
も

た
ら

さ
れ

る
、

産
業

・
社

会
分

野
で

の
さ

ま
ざ

ま
な

変
化

や
変

革
。

■
【
基
本
的
な
認
識
】

・
第
４
次
産
業
革
命
の
進
行
や
人
口
減
少
等
に
よ

り
産
業
や
就
業
構
造
は
大
き
な
変
革
期
。
本
県
の

産
業
・
社
会
に
と
っ
て
も
重
要
な
岐
路
に
あ
る
。

■
【
世
界
や
時
代
の
潮
流
】

①
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ
ト

等
の
技
術
革
新
が
進
展

・
国
内
Ｉ
ｏ
Ｔ
市
場
規
模
予
測

（
ID

C
 J

a
p
a
n
）

6
.2
兆
円

（
2

0
1

7
）
→
1
2
.5
兆
円

（
2

0
2

2
）

・
国
内
産
業
・
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
ﾛ
ﾎ
ﾞ
ｯ
ﾄ
市
場
規
模
予
測

（
同

）

1
.0
兆
円

（
2

0
1

7
）
→
2
.8
兆
円

（
2

0
2

2
）

・
新
技
術
で
国
内
労
働
人
口
の
4
9
%
の
仕
事
が

代
替
可
能

（
2

0
3

0
）

（
野

村
総

研
）

②
革
新
的
な
デ
ジ
タ
ル
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ス

テ
ム
が
新
た
な
市
場
を
開
拓

・
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
自
動
運
転
、
フ
ィ

ン
テ
ッ
ク
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

等

■
【
国
内
・
県
内
の
状
況
】

①
低
い
労
働
生
産
性
と
低
下
す
る
国
際
競
争
力

・
日
本
の
一
人
当
た
り
労
働
生
産
性
（
生
産
性
本
部
）

O
E
C
D
加
盟
国
3
5
か
国
中
2
1
位

（
2

0
1

6
）

製
造
業
は
1
位

（
1

9
9

5
）
→
1
4
位

（
2

0
1

5
）

（
本

県
の

二
次

産
業

労
働

生
産

性
は

全
国

比
7

4
.6

%
）

②
人
手
不
足
が
逼
迫
、
労
働
力
が
将
来
的
に
減
少

・
有
効
求
人
倍
率
（
4
月
）

全
国
1
.5
9
、
本
県
1
.6
0
（
過
去
最
高
）

・
労
働
力
人
口
比
率
が
漸
減

（
社

人
研

）

全
国
6
0
.8
%

（
2

0
1

5
）
→
5
2
.5
%

（
2

0
4

5
）

本
県
5
5
.8
%

（
2

0
1

5
）
→
4
2
.5
%

（
2

0
4

5
）

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
業
界
で
も
熾
烈
な
人
材
獲
得
競
争

③
進
ま
な
い
中
小
企
業
の
情
報
化

（
2

0
1

8
中

小
白

書
）

（
中
小
企
業
：
従
業
員
ベ
ー
ス
で
全
国
7
0
%
、
本
県
9
2
%
）

・
一
般
ｵ
ﾌ
ｨ
ｽ
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
、
E
ﾒ
ｰ
ﾙ
･
･
･
5
5
%

・
給
与
・
会
計
等
の
ﾊ
ﾟ
ｯ
ｹ
ｰ
ｼ
ﾞ
ｿ
ﾌ
ﾄ
･
･
･
4
0
%

・
基
幹
業
務
統
合
ｿ
ﾌ
ﾄ
や
Ｅ
Ｄ
Ｉ
･
･
･
2
0
%

④
県
内
情
報
産
業
の
シ
ェ
ア
は
低
位

（
2

0
1

6
ｾ
ﾝ
ｻ
ｽ
）

・
売
上
高
：
2
2
8
億
円

（
全

国
比

0
.0

9
%

）

・
従
業
者
：
1
,3
3
4
人

（
全

国
比

0
.1

4
%

）

・
売
上
高
／
人
：
1
7
百
万
円
（
全
国
比
6
4
%
）

⑤
県
内
製
造
業
者
は
新
技
術
に
対
し
、
関
心
が
あ

る
が
導
入
方
法
が
分
か
ら
な
い

（
2

0
1

7
県

ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ
）

・
関
心
が
あ
る
･
･
･
9
5
%

・
導
入
・
活
用
方
法
が
分
か
ら
な
い
･
･
･
6
4
%

背
景
・
課
題

①
第
４
次
産
業
革
命
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
幅
広
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
含
む
）
の
活
用
に
よ
り
、
各
産
業
分
野
で
の
生
産
性
の

向
上
や
新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
図
る
と
と
も
に
、
県
民
生
活
の
多
様
な
分
野
に
お
け
る
課
題
解
決
を
目
指
す
。

②
高
成
長
が
見
込
ま
れ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
支
え
る
基
盤
産
業
で
あ
る
情
報
関
連
産
業
の
振
興
。

③
情
報
関
連
産
業
、
商
工
・
業
界
団
体
、
大
学
等
を
結
集
。
県
外
リ
ソ
ー
ス
も
積
極
的
に
活
用
（
誘
致
、
連
携
）
。

デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
室

（
他

部
局
と

の
連

携
）

産
技

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

大
学

等
IC

T
企

業
（

ベ
ン

ダ
）

各
産

業
・

社
会

分
野

及
び

企
業

（
ユ

ー
ザ

）

関
係

団
体

金
融

機
関

等
様

々
な

課
題

解
決

新
た

な
事

業
モ

デ
ル

各
種

支
援

マ
ッ

チ
ン

グ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
形

成
等

技
術

基
盤

強
化

研
究

会

人
材

確
保

・
育

成
商

品
開

発
・

販
路

拡
大

誘
致

・
事

業
拡

大

普
及

啓
発

利
活

用
促

進

技
術

支
援

人
材

育
成

・
供

給
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

秋
田
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
プ

ラ
ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

）

■
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
先
進
技
術
の

活
用
の
推
進
と
、
拡
大
す
る
県
内
Ｉ
Ｃ
Ｔ
需

要
を
県
内
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
が
支
え
る
。

■
県
内
情
報
関
連
産
業
の
振
興
に
関
す
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ

<< 3
期

プ
ラ

ン
等

に
よ

る
H

3
3

年
度

目
標

>>

・
売
上
高
：
3
2
0
億
円

（
H

2
8

：
2

2
8

億
円

）

・
年
間
雇
用
増
：
1
0
0
人

（
H

2
8

：
4

8
人

）

※
先

進
技

術
の

活
用

等
に

関
す

る
目

標
は

、
今

年
度

策
定

予
定

の
「

秋
田

Ｉ
Ｃ

Ｔ
基

本
計

画
2

0
1

9
（
仮
称
）

」
等

に
よ

り
検

討
。

目
標

Ｉ
Ｃ

Ｔ
人

材
の

確
保

難
は

更
に

逼
迫

。
一

層
の

強
化

が
必

要
→

【
１

】

施
策
方
針

推
進
ス
キ
ー
ム

主
な
取
組
（
当
初
）

①
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
新
技
術
の
普
及
啓
発
と
導
入
促
進

・
セ

ミ
ナ

ー
（

6
回

）
、

研
修

会
（

4
回

）
、

Ｉ
ｏ

Ｔ
診

断
（

2
0

社
）

、
モ

デ
ル

工
場

（
補

助
金

2
社

）

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
新
技
術
を
活
用
し
た
生
産
性
向
上
や
新
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

・
各

種
補

助
金

・
融

資
制

度
の

活
用

、
共

同
研

究
開

発

Ⅰ
．
先
進
技
術
等
の
普
及
啓
発
・
導
入
促
進

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
の
確
保

（
あ

き
た

未
来

創
造

部
等

と
連

携
）

・
県

内
外

大
学

生
の

県
内

就
職

（
Ｉ

Ｃ
Ｔ

専
門

員
）

、
Ａ

タ
ー

ン
就

職
促

進
、

県
内

企
業

の
魅

力
発

信

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
の
育
成

・
Ｉ

Ｃ
Ｔ

に
関

心
が

高
い

高
校

生
の

夏
期

ゼ
ミ

（
３

日
間

）
・

高
校

で
の

企
業

講
師

に
よ

る
情

報
教

育
（

教
育

庁
）

・
情

報
工

学
科

新
設

（
県

立
大

学
）

Ⅱ
．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
の
確
保
・
育
成

①
売
れ
る
商
品
開
発
と
販
路
拡
大

・
自

社
パ

ッ
ケ

ー
ジ

開
発

、
販

路
開

拓
・

拡
大

支
援

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
の
技
術
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

・
最

新
技

術
取

得
等

に
向

け
た

社
外

研
修

の
受

講
支

援

③
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
先
導
的
な
技
術
開
発

・
Ｉ

ｏ
Ｔ

等
に

よ
る

生
産

工
程

の
ス

マ
ー

ト
化

研
究

Ⅲ
．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
の
強
化

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
の
新
規
立
地
及
び
事
業
拡
大
支
援

②
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
事
業
化
支
援

・
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

の
調

査
・

誘
致

・
各

種
補

助
金

、
融

資
制

度
の

活
用

Ⅳ
．
情
報
関
連
産
業
の
集
積
と
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾄ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ
支
援

県
内

中
小

企
業

等
に

ま
だ

ま
だ
浸

透
し
て

い
な

い
。

普
及

啓
発

の
更

な
る

強
化

が
必

要
→

【
２

】

IC
T

企
業

、
産

技
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
等

に
お

い
て

最
新
動

向
・

最
新

技
術
へ

の
ﾀ
ｲ
ﾑ
ﾘ
ｰ
な
対
応

が
必

要
→

【
３

】

加
速
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
る

更
な
る
取
組
強
化

【
３
】
Ｄ
Ｉ
活
用
に
向
け
た
取
組
促
進

拡
○
各
分
野
の
課
題
の
掘
り
起
こ
し
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
形
成
促
進

新
○
産
技
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
、
大
学
、
企
業
等
の
研
究
会

【
１
】
人
材
確
保
・
育
成
の
更
な
る
強
化

新
●
東
北
地
域
の
学
生
へ
の
リ
ク
ル
ー
ト

Ｉ
Ｃ

Ｔ
専

門
員

を
１
名
追
加
配
置

（
秋

田
）

拡
●
首
都
圏
等
で
の
リ
ク
ル
ー
ト
強
化

新
た

に
Ｉ

Ｃ
Ｔ

企
業

と
学

生
等

の
交
流

会
を

開
催

新
●
産
学
官
に
よ
る
「
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ク
ラ
ブ
」

を
設
置
（
国
の
実
証
事
業
）

Ｉ
Ｃ

Ｔ
に

関
心

が
高

い
高

校
生

等
に
対

し
Ｉ

Ｃ
Ｔ

企
業
若
手

社
員

等
が

学
校

外
で
指
導

（
半

年
間

）

新
○
大
学
、
関
係
団
体
・
企
業
等
に
よ
る
人
材

確
保
・
育
成
の
協
議
部
会
設
置

●
は
６
月

補
正

で
予
算

化
、
○

は
既

定
予
算
対
応

等

【
設

立
】

H
3

0
年

３
月
２
２

日
【

会
長

】
佐

々
木
繁
治

（
あ

き
た

工
業

会
会
長

）
【

事
務
局

】
情

報
企

画
課

・
Ｄ

Ｉ
戦
略
室

【
会

員
】

工
業

会
、

情
報

産
業
協

会
、

商
工
団
体

、
農

業
団
体

、
社

会
福
祉
協
議

会
、
建

設
業
協

会
、
観
光
協

会
等

関
係
団
体

、
あ

き
た

企
業

活
性

化
セ

ン
タ

ー
、

大
学

、
県

、
市
町
村
ほ
か

、
目
的

・
事

業
に
賛

同
す

る
企

業
等

（
1

1
0
団
体

・
企

業
）

・
各
分
野
で
の
取
組
予
定
（
３
期
プ
ラ
ン
で
の
関
連
施
策
例
）

【
建

設
業

】
Ｉ

Ｃ
Ｔ
建

設
機
械

等
を

活
用

し
た
建

設
工

事
【
農
林
水

産
業

】
自
動
操
舵

シ
ス
テ
ム

を
搭
載

し
た
農

業
機
械

の
実
証

【
医
療

・
福
祉

】
職

員
の
負
担
軽
減

に
向

け
た
介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
導
入

【
行
政

事
務

】
Ｒ
Ｐ

Ａ
の
導
入

に
よ

る
定
型

業
務

の
自
動

化
等

【
２
】
普
及
啓
発
の
更
な
る
推
進

新
●
「
Ｄ
Ｉ
元
年
」
イ
ベ
ン
ト

セ
ミ

ナ
ー

、
Ｄ

Ｉ
推

進
宣
言

等

新
●
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
の
モ
デ
ル
導
入
展
示

拡
●
中
小
企
業
と
の
地
域
勉
強
会
や
パ
ブ
リ
シ

テ
ィ
の
活
用
等
に
よ
る
普
及
啓
発

Ｉ
Ｃ

Ｔ
や
Ｄ

Ｉ
の

活
用

が
有
効

な
課

題
を

更
に
掘

り
起

こ
し

→
【

３
】

Ⅴ
．
多
様
な
分
野
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｄ
Ｉ
の
活
用
支
援
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デジタルイノベーション推進事業について 

 

デジタルイノベーション戦略室 

 

 

１ 補正の理由 

ますます厳しさを増しているＩＣＴ人材の確保に向け、県外に進学した本県出身学

生等を対象としたリクルート活動を強化する。 

 

２ 概 要 

（１）未来を創るＩＣＴ強化事業【拡充】              ６,５７３千円 

東北地域等の大学、短大、専門学校に多くの県内高校生等が進学していることか

ら、同地域に活動を拡大し、本県出身学生等に対する県内企業のＰＲや就職につい

ての相談対応等を行い、県内就職を促進する。 

・実 施 方 法 委託によりＩＣＴ専門員を秋田県内に１名配置 

・委託予定先 民間事業者（公募による） 

 

（２）県内ＩＣＴ人材定着事業【拡充】                 １,１８０千円 

大学生等に県内企業の魅力をアピールするため、ＩＣＴ人材を求める企業による

紹介プレゼンテーションやＩＣＴ専門員による就職相談等のセミナーを東京、仙台、

名古屋で開催する。 

   

３ 予算額                            ７,７５３千円 

・当 初  ９,８８０千円・・・東京にＩＣＴ専門員を配置、人材育成等 

・補正額  ７,７５３千円 

・補正後 １７,６３３千円 

（４,８９０千円 １３千円 １２,７３０千円） 

 

（１）未来を創るＩＣＴ強化事業                  ６,５７３千円 

    内 訳       ・職員旅費                         ５３２千円 

            ・委託料                     ６,０４１千円 

     

    委託料の内訳 ・職員報酬、社会保険料、活動費            ４,７３６千円 

           ・ＰＣ、モバイル端末費用                ３４８千円 

           ・プロジェクト管理費用（１０％）            ５０９千円 

           ・消費税及び地方消費税                 ４４８千円 

 

（２）県内ＩＣＴ人材定着事業                      １,１８０千円 

    内 訳     ・講師謝金                        ６０千円 

・職員旅費                        ５４８千円 

           ・印刷費、通信費                    ３１２千円 

           ・会場使用料、ＥＴＣ使用料               ２６０千円 
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地域におけるＩｏＴの学び推進事業について【新規】 

 

デジタルイノベーション戦略室 

 

 

１ 目 的 

  県内ＩＣＴ企業と行政・学校・大学等の産学官が連携し、ＩＣＴに関心が高い高校

生等に対し、身近な課題を題材にしたプログラミング等の指導を行い、本県のイノベ

ーションを支える中核人材の育成を目指すとともに、実証事業として、ＩＣＴクラブ

の設置や活動内容に関する課題、自立的かつ継続的な取組に向けた体制や運営方法等

を検証する。 

 

２ 概 要 

    国の実証事業「地域におけるＩｏＴの学び推進事業」を活用（申請中）して、地域

ＩＣＴクラブを設立（県北、県央、県南の３カ所）し、地元ＩＣＴ企業の職員がメン

ター（指導者）となって、各地域の高校生等を指導する。 

 

・事 業 期 間 平成３０年８月下旬～平成３１年１月（予定） 

・開 催 回 数 各地域８回 

・定 員 各地域１０名程度 

・メンターの人数 各地域５名 

・研 修 テ ー マ 地域課題を解決するアプリシステムの開発 等 

         （例：買物支援、交通支援、除雪支援等） 

 

３ 予算額                          ７,１８８千円 

内 訳  ・講師謝金                    ２,９４０千円 

             ・職員旅費等                    ６６８千円 

                ・消耗品費等                    ２６０千円 

                ・保険料                         ２６５千円 

                ・ＥＴＣ使用料                       ５８千円 

                ・備品購入費（パソコン３０台）            ２,９９７千円 
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デジタルイノベーション戦略普及啓発事業について【新規】 

 

デジタルイノベーション戦略室 

 

 

１ 目 的 

第４次産業革命等の進行による、新たな技術や産業、社会の動向について広く県民

への周知を図り、ＩｏＴやＡＩ等先進技術を含め、幅広くＩＣＴの活用や導入の必要

性について理解を促進する。 

 

２ 概 要 

各産業分野での生産性向上や新商品・サービスの創出、県民生活の多様な分野にお

ける課題解決に向けた第４次産業革命等デジタルイノベーションの活用や導入の必要

性について、イベントや媒体を通したＰＲ、中小企業との地域勉強会等により、普及

啓発を行う。 

 

・事業内容 ①中小企業との地域勉強会等を活用した理解促進 

     ②県広報紙やＳＮＳ、パブリシティを活用した県民への幅広い情報発信 

     ③「デジタルイノベーション元年」セレモニーの実施（セミナー等） 

     ④ＡＩロボットの導入・展示 

     ⑤先進技術導入企業の表彰 

 

３ 予算額                              ３，１５４千円 

   内 訳  ・職員旅費                               ６５０千円 

         ・県広報紙制作費                          ８３１千円 

         ・セレモニー委託料（謝金、会場使用料等）             ９８４千円 

        ・備品購入費（ＡＩロボット）                       ２７２千円 

・消耗品費等                                       ４１７千円 
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戦略産業人材獲得支援事業について 

          

地域産業振興課 

 

 

１ 目 的  

本県の戦略産業（※１）関連企業における付加価値生産性向上や事業拡大

を図るため、専門人材（※２）の獲得を支援する。 

※１戦略産業 

  医療福祉、新エネルギー、情報、自動車、航空機関連産業 

※２専門人材 

  製品開発や生産性の向上、販路拡大など、企業の成長に資する業務経験

を概ね５年以上有し、当該業務経験を生かした活躍が期待される人材。 

 

２ 概 要 

（１）秋田県地域活性化雇用創造プロジェクト運営事業【新規】  ３６５千円 

   地域活性化雇用創造プロジェクトに関する事業の効果的な実施方法等に

ついて検討を行うため、県内金融機関や経済団体、支援機関、行政機関等で

構成する協議会を設置・運営する。 

・開 催 回 数 年２回 

 

（２）専門人材獲得支援事業【拡充】             ８,０００千円 

   民間人材紹介事業者を介し、県外から専門人材を雇用した企業に対して助

成する専門人材獲得支援事業について、補助件数の拡充のため、予算を増額

する。 

   ・補 助 対 象 県内の戦略産業関連企業 

   ・補助対象経費 給与、社会保険料、移住に伴う旅費 

   ・補 助 率 １／２ 

   ・限  度  額 １,０００千円 

   ・補助予定件数 ８件（当初７件→補正後１５件） 

   ・補 助 期 間 最長６カ月 

 

（３）戦略産業マッチング支援事業【新規】        １４,７９０千円 

   県内の戦略産業関連企業の専門人材獲得を支援するため、民間人材紹介事

業者へ委託し、マッチングイベント（面接会）を開催するとともに、イベン

ト開催後の参加企業と参加求職者との雇用成約に向けたフォローアップを

行う。 

   ・参 加 企 業 ３０社程度 

      ・開 催 時 期 １１月頃 

   ・開 催 場 所 首都圏 

   ・委 託 予 定 先 民間人材紹介事業者（公募による） 
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３ 予算額                        ２３,１５５千円 

  ・当 初  ７,０００千円 

  ・補正額 ２３,１５５千円 

・補正後 ３０,１５５千円（１８,３５６千円 １１,７９９千円） 

 

（１） 秋田県地域活性化雇用創造プロジェクト運営事業       ３６５千円 

  内 訳      ・会場使用料                   １０７千円 

・消耗品、印刷製本費               ２５８千円 

 

（２） 専門人材獲得支援事業                       ８,０００千円（補助金） 

（１,０００千円 × ８件） 

 

（３）戦略産業マッチング支援事業            １４,７９０千円 

  内 訳    ・職員旅費                           ２１０千円 

・委託料                 １４,５８０千円 

              

  委託料の内訳 ・人件費                   ７,１００千円 

・旅費                                 ８０千円 

               ・会場使用料                    １,５００千円 

・広告宣伝費                       ３,１１５千円 

               ・消耗品費                          ４０千円 

・システム使用料                     １,６６５千円 

               ・消費税及び地方消費税              １,０８０千円 
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事業構想の提案
事業実施状況の報告 等

事業実施に係る意見・提案
事業実施効果の検証 等

地域活性化雇用創造プロジェクト推進協議会

県関係課室 県内商工団体 県内金融機関

秋田労働局 企業活性化セ
ンター

東北経産局

ふるさと定住
機構

地域経済活性化支援機構

県
（事務局）

《参 考》

（１）秋田県地域活性化雇用創造プロジェクト運営事業

＜オブザーバー＞

（２）専門人材獲得支援事業

県内戦略産業

関連企業

関連機関
（企業活性化センター、県内商工
団体、県内金融機関 等）

専門人材
（民間人材紹介事業者登録者等）

県

民間人材

紹介事業者

①制度紹介

④採用

⑤補助申請

①制度紹介、⑥助成

③専門人材紹介

②人材紹介依頼

会員登録

（３）戦略産業マッチング支援事業

関連機関

（企業活性化センター、県内商工

団体、県内金融機関 等）

専門人材
（民間人材紹介事業者登録者等）

県内戦略産業

関連企業

②イベント周知、参加勧奨

マッチングイベント
・参加企業ＰＲ（プレゼン）
・個別面接会 など

県

委託先

（民間人材紹介
事業者）

・公募で決定

②イベント周知、参加勧奨

①委託
⑥参加

⑤企画・運営

⑥参加

④イベント・参加企業ＰＲ、参加勧奨

他の民間人材紹
介事業者

⑦フォローアップ（イベント後の個別面接設定等）

④イベント・参加企業ＰＲ、参加勧奨

③連携

⑦フォローアップ（イベント後の個別面接設定等）
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課題解決型介護福祉機器開発事業について【新規】 

（医療福祉関連産業成長促進事業） 

 

        地域産業振興課 

 

 

１ 目 的 

今後市場拡大が予想される介護福祉機器産業への県内中小企業の参入を促

進するため、介護現場の課題解決に資する介護福祉機器開発を支援する。  

 

 

２ 概 要 

県内介護事業所を対象に行ったアンケート等で明らかとなった介護現場の

ニーズ等に基づき、課題解決に資する機器の提案を公募し、優れた提案に対し

て開発経費の一部を助成する。 

 

 ・補 助 対 象  県内企業 

 ・補助対象経費  研究開発費、現場実証経費、認証取得経費等  

 ・補 助 率  ２／３ 

 ・限 度 額  開  発  型 ２,０００千円 （３件採択予定） 

          トライアル型   ５００千円 （２件採択予定） 

 ・補 助 期 間  原則として１２カ月以内 

 

※開発型 

  技術要求水準が比較的高く、認証取得経費等により開発費が高いもの 

 ※トライアル型 

  新規参入の小規模事業者が行う可能性調査・試作評価等 

 

 

３ 予算額                       ７,０４７千円 

                        財源内訳   ５,６００千円 

                               １,４４７千円 

 

 内 訳 ・補 助 金                  ７,０００千円 

            ・職員旅費                          ４７千円 
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秋田港飯島地区工業用地整備事業について 

 

                                                産 業 集 積 課   

 

 

１ 補正の理由 

  秋田湾産業新拠点への企業の立地に伴い、必要となった排水路及び管理用道路等の環

境整備工事について、本年３月末に完了した詳細設計に基づき増額補正する。 

 

２ 概 要 

（１）詳細設計に基づく工事概要                         

①排水路    延長５５５.１ｍ 幅４００～５００㎜ 

②管理用道路  延長５５５.１ｍ 幅員３ｍ 

③進入路    幅員１５ｍ及び８ｍ 

④防草シート  約４,５００㎡ 

 

（２）工事費増加の内容 

・排水路について、水路勾配の確保が必要なため、Ｕ字側溝から可変勾配側溝に変更

する。 

・進入路について、通過車両の重量及び長さなどから、舗装材をアスファルトからコ

ンクリートに変更するとともに、舗装厚及び幅員について変更する。 

・県管理用地について、防草シートを敷設することとする。 

 

３ 予算額                                        ４１,５４９千円 

 

                    内 訳    ・工事請負費          ４３,３４９千円 

・委託料             △１,８００千円 

 

  ・当 初 ４５,５９９千円 

  ・補正額 ４１,５４９千円 

・補正後 ８７,１４８千円 

（１,８２１千円 １３,１２７千円 ７２,２００千円） 
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立

地

企

業

県

事業

主体 7月 8月

地形･路線測量

詳細設計

※９月補正

実施設計

建設工事

3月 4月

発注 今回補正対応分

11月

環境整備工事

基本構想

平成30年度
項目

9月 10月 11月 12月 5月 6月 9月 10月

平成29年度

1月 2月

積算・発注 当初予算分

《 参 考 》 

 ○工程表 

 

 ○位置図 

 

13


